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僧帽弁逆流を有する患者27名および僧帽弁逆流を有しない 17名に対し，心電図同期下で超高速CT (Imatron C100 ; 
イマトロン社製，米国)を用い造影CTを施行した。僧帽弁逆流患者 27名の内， 6名は三尖弁逆流を， 3名は肺動脈弁逆
流を伴っていた。また全症例で心房細動などの不整脈を伴わなかった。対象の平均年令は 53.8:!: 10.3 才であった。全
例で超高速 CT施行から平均 4.0 :! 1. 2 月以内に左室造影法が施行された。
超高速CT撮影は volumetry 用と希釈法に用いる撮像を施行した。 Volumetry 用の撮像は，右肘静脈から自動注入








VO および CO を用いて僧帽弁逆流率 (RF) を次式から求めた。
RF (%) = {(VO -CO) -;VO} x 100 
【成績】
僧帽弁逆流評価の基準である左室造影法での評価 (Sellers分類)と比較した。 Sellers の分類各群(I-IV群)で超
高速CTで計算された僧帽弁逆流率は， 1群; 16.7 :t 7.3 %, II 群; 26.6 :! 9.0 %, III 群; 44.6 :! 17.4 %, IV群; 66.5 









(Computed Tomography) により， msec単位で多断面画像を得られる事を利用して，弁逆流量および逆流率を算出
する方法を開発した。ファントム実験では測定誤差は 3%以内である事，また臨床応用では左室造影法による Sellers
の重症度分類と良く一致する事が確認された。本論分は，僧帽弁逆流量および逆流率の定量評価法を初めて開発したも
のであり，学位に値するものと考えられる。
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